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2022年4月の統計（4月23日） 

在籍10名 出席者6名  

ビジター 2名     

出席率  60％ 

 

5月例会予告 

日時： 2022年5月２8日（土）14:00～16:00 

会場： 「き咲きでらす」 

（さいたま市浦和区木崎３−６−６） 

内容： 埼玉3クラブ合同例会 

卓話：「（仮題）テレジンの子どもたち」 

卓話者：テレジンを語りつぐ会代表 

野村路子氏  

会費：500円 

 
 

巻頭言 
会長 吉野勝三郎 

今回は、YMCA の“C”について考えてみたいと思いま

す。 

昨年 6 月に制定された、一般社団法人ワイズメンズクラ

ブ国際協会東日本区定款の第 4 条「事業」 この法人は、

前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

第１項 “YMCA に対する奉仕事業” （第２項以降省略） 

とあります。つまり、私達の活動は、YMCA との関係を第

一に考えているのです。そのため、川越クラブには、埼玉

YMCA の職員である河合今日子さんが担当主事として会

員登録され、毎月の例会で、YMCA 報告を行ってもらっ

ています。 

先日、埼玉 YMCA のある会合で、「私の軸足は教会に

ある。」と言われた方がありました。その方は、長年の知り

合いで、頻繁にお会いしている方なので、改めてそう言わ

れてみて、私も「軸足は教会にある。」ことをきちんと声に

出して言うことが大切だと思わされました。皆さんそれぞれ

「軸足」は違っていても、YMCA の活動に共感してワイズ

に加わっておられる訳ですが、他の奉仕団体との違いは

“C”を明確に打ち出しているところだと思います。 

信仰を押し付ける気持ちは毛頭ありませんが、YMCA
は日本語では「キリスト教青年会」と訳されているとおり、

“C”がその中心にあります。埼玉 YMCA では、毎月 1 日

午前 7:00 から、オンラインで、早天祈祷会を行っています。

次回 235 回目の祈祷会は 6 月 1 日（水）にあります。クリス

チャンでない方も参加しています。7:00 から 8:00 まで、讃

美歌を歌い、聖書を読み、毎回異なった牧師や信徒がメ

ッセージを語り、その後、時間のある方は、20 分程、まじわ

りの時を持っています。どうぞ、参加して、YMCAの“C”の

一端に触れてみて下さい。 

クラブ会長主題:   「自クラブの活動への参加と併せ

て、部・区・国際などの活動にも

積極的に参加しよう！！」 

国際会長主題: “Y’s Men with the World ” 

「世界とともにワイズメン」 

アジア太平洋地域会長主題: 

“Make a difference beyond the 100th”  

「100 年を超えて変革しよう」  

東日本区理事主題:“ Think for the next generation” 

「私たちは次の世代のために何ができるか？」 

関東東部部長主題:「私の地域から世界に広げよう青

少年を支えるワイズの輪・和・ワッ！」 

5 月の聖句 
 

恵みの業をもたらす種を蒔け、愛の実りを刈り入れよ。

新しい土地を耕せ。（ホセア書 10 章 12 節） 

Sow for yourselves righteousness; Reap in mercy; 
Break up your fallow ground. ( Hosea 10:12) 
 

THE SERVICE TO THE YMCA              AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION 

 

 
    

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 
〒350－0046 川越市菅原町 7－16 

    希望の鐘 The Bell of Hope 



 
4 月例会報告 

書記 利根川恵子 
日時：4 月 23 日（土）14：00～16：30 

場所：川越ＹＭＣＡ 
  ビジター：吉野ふじ子メネット 

1．卓話  

  卓話：「川越街道と新河岸川の舟運～江戸と繋ぐ陸と

川の道の盛衰～」 

  卓話者：神山節夫氏 

  内容： 

 神山節夫さんは、 当クラブ・メンバー・山﨑純子さ

んの義弟で、今まで、2回、川越についてお話をいただ

いています。神山さんは、江戸東京博物館のガイドを

10年なさっていたり、川越検定では100点満点を取っ

たり、歴史マニアで、毎回お話が深く、今回も川越につ

いて、多くの知識を得る例会となりました。 

詳細は省かせていただきますが、川越街道は人の流

れ、新河岸川はものの流れの中心となり、川越の発展

に大きく寄与したことをわかりやすくご説明いただきま

した。 

陸の道、川越街道は、江戸日本橋から川越城西大

手門へと通じる道程十里半（約42ｋｍ）の街道です。江

戸で事が起こったときに、その日のうちに援軍が出せる

軍事道であり、また、仙波東照宮が創建されてからは、

将軍が参拝する脇街道として、5代藩主・松平信綱によ

って整備されました。大正3年の東武東上線開通まで

街道筋は賑わっていました。 

一方、新河岸川の舟運は、寛永15年の川越大火で

焼失した仙波東照宮および喜多院の再建資材を寺尾

村五反田に荷揚げしたことに始まります。後に、川越

城を北関東防備の要衝とするために松平信綱が水路

の開設に着手し、新河岸から荒川合流地点までの約

30里を整備しました。舟運は藩領の蔵米や藩の資材を

運搬することに使われていましたが、享保期になると川

越商人を中心に運営されるようになり、江戸へ下る船

は、米、麦、醤油、綿実、炭などが積まれ、江戸からは、

干鰯、金肥（糟、灰、油）、小間物、調度品、日用雑貨

などが運ばれてきました。明治後期まで重要な交通路

として貢献しましたが、鉄道網の発達と新河岸川の河

川改修工事による水量の減少で、昭和6年300年にわ

たる舟運の歴史に終止符を打ちました。 

川越の水陸両面におよぶ江戸との深い繋がりを再認

識し、街歩きがまたまた一層楽しさを増す材料となるお

話でした。詳しい内容を知りたい方は、資料をお送りい

たしますので、川越クラブ書記・利根川恵子までご連

絡ください。 

当日は、Week4Wasteの取り組みに参加する予定で

したが、あまりの猛暑に怖じ気づき、神山さんのお話を

たっぷり伺うことにいたしました。また機会をみて、

Weed4Wasteの環境整備活動に取り組みたいと思い

ます。 

      
4月例会参加者 

2．「国際議員・アジア太平洋地域次期会長として」 

  （利根川恵子ワイズによる卓話） 

  いよいよ7月から、国際議員としての任期が始まりま

す。また次期アジア太平洋地域会長としてアジア太平

洋（ASP）地域の執行役員トロイカ（直前・現・次期会長

および現書記と会計）の一員になります。 

    そこで、ホームクラブとしてどのような係わりが出てく

るのかなどを考える参考として、国際議員の役割とア

ジア太平洋地域の現況および課題などについてお話

させていただきました。 

 
 

3．協議事項 

 １）例会時間の変更について 

   河合今日子さんが自治会の役員になられた関係で、

第4土曜日16時の例会開始時間変更のお願いがあり、

6月から例会時間を変更することが了承されました。・ 

6月例会から、第4土曜日 14：00～16：00となります。 

２）5月例会について 

：日時：5月28日（土）14：00～16：00 

会場：き咲きてらす（さいたま市浦和区木崎3－6－6） 

内容：埼玉3クラブ合同例会  

野村路子さん卓話「（仮題）テレジンの子どもたち」 

   会費：500円 

 ＊経費として絵の運搬料（2万円）、講師謝礼（1万

円）が発生するため、会費を徴収する。 

その他：テレジン収容所の絵は、例会後も29日（日）、

30日（月）2日間同じ場所に展示される。 

   以上の内容で実施することを了承しました。 

 3）今後の日程 

  ・5 月 22 日（日） わいわい食堂 

9 時 30 分集合～13 時解散 

   ・5 月 28 日（土）14：00～16：00 埼玉 3 クラブ合同例

会（き咲きてらす） 



 
                                         

・6 月 4 日（土）13 時～17 時 第 25 回東日本区大

会（Zoom） 

    ・6 月 5 日（日） 9 時～12 時 20 分 同上 

     ＊今回の区大会は Zoom による開催ですので、

登録費は無料です。ふるってご参加ください。 

 
    ・6 月 25 日（土）6 月例会 14 時～16 時 

    ・6 月 26 日（日） 9 時 30 分集合 わいわい食堂 

 

4． 報告 

 1）アースディ・イン・川越実行委員会 

  4 月 12 日（火）吉野会長参加。 

  10 月 2 日（日）に実施。「古書再読」での参加承認。 

 2）関東東部第 2 回評議会 

  日時：4 月 16 日（土）13：30～16：30 

  会場：東京 YMCA 東陽町コミュニティセンターおよび

Zoom 会議 

  当クラブ出席者：吉野会長、利根川恵子書記、吉田公

代・部国際・交流事業主査、利根川太郎・部書記 

  内容：部長報告に続く事業主査報告では、国際・交流

事業主査の吉田さんが、各クラブ活動報告では、

吉野会長が、それぞれの報告を行いました。 

     議案としては、第 1 回評議会議事録の承認、

次々期関東東部部長選任（千葉ウェストクラブ・長

尾昌男氏を承認）、次期役員の承認および次期東

日本区人数割代議員の人数と選出（1 名、直前部

長）、の 3 議案がすべて原案どおり可決されまし

た。また、協議題で、関東東部活動改訂準備委員

会の発足が話し合われました。部則の改訂も含

め、運営の見直しをして、持続可能性のあるクラブ

活動の運営を考えようというもので、直前部長、部

長、次期部長、各事業主査プラス有志の構成で

す。 

 3）わいわい食堂 

  日時：4 月 17 日（日）10：30～12：30 

  参加児童：5 名 

  ボランティア参加者：生川、吉田、河合、利根川恵子 

  次回：5 月 22 日（日） ボランティア 9 時 30 分集合 

 4）「古書再読」用書籍保管場所 

  2022 年 4 月分から月 4,000 円の使用料を YMCA に、

チャリティファンドから支払うことを決定。 

  
  

ＹＭＣＡ報告 

河合今日子 
＜ ウクライナ緊急支援募金 第 2 次募金について＞ 

3月初旬の日本で暮らすウクライナ人から母親を呼び寄

せたいとの相談から始まった日本 YMCA 同盟、ヨーロッパ

YMCA 同盟、ウクライナ YMCA との連携による避難民支

援は、4 月 28 日現在、39 組 87 名の支援につながってい

ます。避難者の受入れ支援と同時に、今後は就労や教育

など生活を中心とした長期のサポートが必要になります。

ウクライナにいる家族の命、これからの生活、子どもの教

育など、大きな不安の中にいる人々が少しでも安心して過

ごせるよう、また、本国や近隣諸国で避難生活を続ける

人々のためにご協力をお願い申し上げます。 

 

◆ 募金期間 

2022 年 5 月 1 日～8 月 31 日 

・新しいちらしを添付いたします。 

 

◆募金使途 

（1）日本の YMCA とヨーロッパ諸国の YMCA が連携し、

日本への避難を希望するウクライナの方、ご家族等の呼

び寄せを希望される日本の方に、出国から来日までのト

ータルなサポートとケアを行います。ウクライナから近隣諸

国への移動、ビザの申請、出国、渡航チケットの手配・費

用の支援、来日後の生活のサポートを、一人ひとりの不安

や希望を聞き取り、近隣 YMCA や関係団体と協力しなが

ら行います。 

 

（2）ウクライナ YMCA が行う、爆撃地や攻撃を受ける可能

性のある居住地域から国内避難する人々への支援活動

のために用います。ウクライナ YMCA は国内 25 拠点を用

いて、宿泊場所提供、食品、衣類、医薬品、衛生製品を

提供しています。また、恐怖心・トラウマを抱える子どもと

若者に、心理的、社会的な緊急サポートを行います。 

 

（3）ウクライナ近隣諸国の YMCA が行う、国外に避難する



 
ウクライナの人びとへの緊急生活支援のために用います。 

 

＜リーダー活動を通して感じたこと＞ 

昨年から埼玉 YMCA の学生リーダーが少しずつ増えて

ます。参加のきっかけは様々で、「activo（アクティボ）」とい

うボランティアの求人サイトからの応募、埼玉大学のサー

ビスラーニングからの継続、他 YMCA との関わりを通して

の紹介などが多いです。コロナ禍で人との関わりが薄くな

っている今、子どもが大好きで、子どもたちと一緒に活動

しながら自分自身も成長したい！そんな熱い思いを持っ

た学生が多く、私たちもリーダーから日々元気をもらって

います。先日、あるリーダーと話をしました。地方から出て

きて一人暮らし、生活費は自分で出しているので、食事は

１日２食。友達から廃棄の食べ物をもらったり、お腹がすい

たらガムを噛んだりして空腹をしのぎながら生活してい

る・・・とのことでした。ここ最近、自宅通いの学生が多く、

ひとまず食事には困らないという学生が多かったので、こ

ういったリーダーは久しぶりでした。そういえば彼は、去年

の宿泊キャンプで毎回おかわりして、夜食のおにぎりもお

いしいおいしいと頬張っていました。彼をみていて、私がリ

ーダーだった頃、当時の館長佐藤さんがリーダー会が終

わるとよくごちそうしてくれてみんなとても喜んでいたことを

思い出しました。今は、コロナ禍で気軽にリーダーを食事

に誘えないので、今度一緒に活動したときには、大きなお

にぎりをたくさん作ってあげたいなと思いました。リーダー

頑張れ！ 

 

 

 

 
 

【編集後記】 

 アジア太平洋地域会長の通訳として、臨時国際議会

（5/9～5/11）に、その後オブザーバーとして国際 RDE

サミット（5/11～5/14）に参加してまいりました。会場はド

バイです。アラブ首長国連邦にはドバイを中心に 14 の

ワイズメンズクラブがあり、インド地域のミドルイースト部

（22 クラブ）の中核をなしています。ミドルイースト部のそ

の他のクラブはオマーンとサウジアラビアです。ミドルイ

ースト部がインド地域に属していることでおわかりになる

と思いますが、メンバーはすべてインド人です。RDE サ

ミット参加者 66 名のうち 23 名がインド地域からでした。

その勢いには圧倒されます。なぜインド地域がこのよう

に勢いがあるのか？BF 代表で 11 年前にインド各地を

訪問させていただいた時に、当時の国際会長であった

イサーク・パラティンカルさんが、家族での参加を奨励

してから勢いづいたとおっしゃっていました。22クラブほ

どの例会に出席しましたが、どのクラブも家族で参加し

ており、協議のあと、食事と子どもたちの特技披露で盛

り上がっていました。このようなやり方が日本のワイズダ

ムにすぐに特効薬にはなりそうもありませんが、何か少

しでも参考にして、会員増強につなげたいものです。 

（T.K.） 


